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が多い．骨軟骨腫では，軟骨基質にて石灰化しっ

つある部位に多く，軟骨帽部では少ない．テトラ

サイクリン標識部とリン酸化合物の集積部はほぼ

同じような傾向を示した．以上より99mTc一リン酸

化合物投与後3時間では，腫瘍性骨形成や軟骨基

質の骨化および石灰化，腫瘍周辺の反応性骨新生

が，99mTc一リン酸化合物の集積に最も強く関与す

ると思われる．

5・99mTc一リン酸化合物の強い集積がみられた大

　　腿軟部腫瘍の1症例
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　大腿軟部から発生した腱滑膜肉腫に，99mTc－

MDPが異常集積した1症例を経験したので，文

献的考察を加えて報告した．患者は71歳の男性で，

左大腿近位部前内側に大きな腫瘤があり，単純X

線写真上で腫瘤内部に石灰沈着を認めた．99mTc－

MDPによる骨シンチグラフィを施行したところ，

腫瘤全体にではなく，腫瘤中央の石灰沈着の部に

一致して，RIの強い集積像を認めた．多方向ス

ポットシンチで，左大腿骨には異常集積は認めず，

左大腿骨とこの腫瘍とは明らかに分離してみられ

た．血管造影では，この腫瘍はdeep　femoral　ar－

teryより養われ，不整な血管像とTumor　stainを

認めた．そこで軟部組織の悪性腫瘍を疑い，手術

を施行した．腫瘍は9×9×10cm大で，組織学的

にはmonoPhasic　sPindle　cell　tyPeの腱滑膜肉腫

であった．99mTc一リン酸化合物の軟部組織への集

積は，文献上Myositis　ossificans，　Dermatomyositis，

Neurofibroma，　Liposarcoma，　Soft－tissue　abscess，

Amyloidosisなどにおいて報告されている．しか

しながら，今回報告した軟部組織から発生した腱

995

滑膜肉腫への集積についての報告はみられず，こ

の症例が最初と思われる．

6．99mTc－PIの使用経験
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　99mTc－PIを肝胆道系scintigraphyに導入するに

当たり，以下を検討の対象とした．

　1）血中clearance（以下Clr）の正確な測定，2）

肝一胆道系transport．　3）肝内外胆道の形態観察

と排泄状況．4）胆嚢収縮機能．

　今回は1）について1311－BSP　CIrや肝胆道機能

との対比を主体にして，DIC，　ERCPの胆道造影

上，興味ある2～3の症例における観察結果を報

告した．

　99mTc－PIは約5mCiを1311－BSP　10～20μCiと

混和し，同時投与し，1，2，5，10，15分に経時的に

採血し，血中濃度変化を測定．同時にimage上の

心ROI減少曲線を描き，採血時点のROI及び血

液試料それぞれの計数率間の相関関係と回帰直線

を利用し，血中混和の不十分な1～2分の血中濃

度を求め補正し，血中消失曲線をF（t）とした．

心肺系初循相を除いた1分時点を改めてClrの0

分とした．10分以内においてTc－PIのF（t）は，

2つの指数関数の和で近似されたが，1－BSP　Clr

は単一指数関数であった．0分における減少率K

はTc－PIで0．217～0．431　m－11－BSPで，0．065～

0．173・m’iであり，前者は後者と比較し肝胆道機

能の反映に乏しく，むしろ肝血流量の多寡と関係

すると思われた．肝胆道系の異常描出は良好で，

非侵襲的手段として有用である．
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